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2月5日

一般入試　前期Ｂ日程２科目型

数学・数学ⅠA・数学ⅢC・英語・物理・化学・生物・国語

問題冊子

2025 年度

【注意事項】

1 ．試験開始の合図があるまで，この冊子を開いてはいけません。
2 ．試験時間は，10 時 00 分 ～ 12 時 00 分の 120 分間です。
3 ．試験時間中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解答冊子の汚れ等に気づいた場合は，手を

挙げて監督者に知らせてください。
4 ．解答用紙は 2 枚回収します。 選択した科目の解答用紙を切り取り，解答はすべてそこに記入してください。
5 ．志望学科・コースの出題科目以外の解答用紙を提出した場合は無効となります。解答にあたっては，当該

科目の掲載ページを確認し，選択間違いのないように十分注意してください。
6 ．数学，数学ⅠA，数学ⅢC，物理，生物の解答用紙は両面に解答を記入するようになっていますので注意し

てください。
7 ．試験開始の合図があったら，解答用紙に受験地名，受験番号を記入して，解答を始めてください。
8 ．試験終了の合図と同時に解答をやめてください。
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各科目 100 点の 2 科目，合計 200 点満点で判定します。学科・コース別の出題科目は，下表に示すとおりで，
必須科目は●，選択必須科目は◎，選択科目は○で示してあります。下表の出題科目表から 2 科目を選択して
ください。選択必須科目が複数ある学科は，◎の中から 1 つ以上選択してください。ただし，◎※，○※で記し
た数学においては，数学と数学ⅠA を同時に選択することはできません。又，◎※で記した理科においては，物
理，化学，生物を同時に選択することはできません。
※ 試験時に科目を選択します。
※ 生物地球学科，恐竜学科，アクティブラーナーズコースには必須科目はありません。選択科目から 2 科目選択してください。

■出題科目� ●：必須科目　◎：選択必須科目　○：選択科目

学部

数
学

数
学

ⅠA

数
学

ⅢC
英
語
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化
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国
語

P. 4 P. 6 P. 8
P.10
～

P.16

P.18
～

P.20

P.22
～

P.25

P.26
～

P.30

P.32
～

P.39

理学部

応用数学科 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

基礎理学科 ◎※ ◎※ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

物理学科 ○ ○ ○ ○ ◎※ ◎※ ◎※

化学科 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

動物学科 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

工学部

機械システム工学科 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

電気電子システム学科 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報工学科 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

応用化学科 ○ ○ ○ ◎※ ◎※ ◎※ ◎

建築学科 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報理工学部 情報理工学科 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

生命科学部
生物科学科 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

医療技術学科 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

生物地球学部
生物地球学科 ○※ ○※ ○ ○ ○ ○ ○ ○

恐竜学科 ○※ ○※ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育学部
初等教育学科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

中等教育学科 ○ ○ ○ ●

経営学部 経営学科 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

獣医学部 獣医保健看護学科 ○ ○ ○ ○ ◎※ ◎※ ◎※

アクティブラーナーズコース ○※ ○※ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教科・科目
掲載ページ

学科・コース名

【スタンダード型】

【高得点科目重視型】

高得点の 1 科目を 2 倍した 200 点と，その他の解答科目 100 点の合計 300 点満点で判定します。
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合否結果と入学手続きの注意事項

本学の合否結果は，受験生の皆様が出願されたシステム「Post@net」によって，ホームページ上でお知らせ
します。

以下は入試要項の「出願・受験から合格・入学まで」に記載されていることですが，勘違いや間違いが散見
されます。たとえば，入学手続きの書類が大学から送られてくると勘違いし，期限までに手続きをせず，手続
き締切後に大学に問い合わせをしてくることなどです。この場合は締切後となりますので対応はできません。
手違いのないように，ここであらためて注意事項を記しておきます。

入学手続きにつきましては，入試要項や大学ホームページ「合格者のみなさまへ」に掲載しているマニュアル
にしたがって，おこなってください。

くれぐれも期限内に入学手続きをおこなっていただくようお願いします。

・合格通知書，振込依頼書，手続き関係書類は郵送されません。

・納付金の納入を期日までに行わなかった場合，いかなる場合も入学資格を失います

のでご注意ください。

以下手続きの確認です。

１ ．合格通知書のダウンロード方法
Post@net にログインし，［出願内容の確認］⇒［合否結果照会］⇒［合否照会］⇒［合格通知書ダウンロード］
でダウンロードできます。印刷も可能です。「合格通知書」のダウンロード期間は，合格発表日午前 １0：00
より令和 ７年 ３月 ３１ 日までです。
※アパート等の契約などで必要な場合がありますので，必ずダウンロードしてください。

2．振込依頼書のダウンロード方法
Post@net にログインし，［出願内容の確認］⇒［入学手続］⇒留意事項に同意後，自分が手続きする入
試区分の［支払い］ボタンを押す⇒支払い内容の選択画面が表示され，ダウンロードする振込依頼書を選
択して，［次へ］⇒［振込依頼書印刷］で印刷 ⇒ 金融機関に持参し納入してください。
本入試の納付金納入期日については，以下のとおりです。

一次手続き締切日：令和 ７年 2月 2７ 日（木）　（全学科）
二次手続き締切日：令和 ７年 ３月 １0 日（月）　（獣医学科以外の学科）
二次手続き締切日：令和 ７年 ３月 6 日（木）　（獣医学科）

※納付金の納入を期日までに行わなかった場合，入学辞退したものとみなします。
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数

学

解答欄には答えを導く途中の式も含めて書くこと。

次の問いに答えよ。

（ 1 ）　 6
7- 2 の整数部分を a，小数部分を bとするとき，ab+ b2 の値を求めよ。

（ 2 ）　aを実数とする。全体集合Uを実数全体の集合とし，Uの部分集合 A，Bを

A= { x xは負の数 }

B= { x x2+ ax+ 31 0 }

とする。このとき，A+ Bが空集合とならないような aの値の範囲を求めよ。

（ 3 ）　公比が 3，初項から第 5 項までの和が 121
2 である等比数列の一般項を求めよ。

円 x2+ y2= 36 について，次の問いに答えよ。

（ 1 ）　この円に内接する四角形 ABCD を作るとき，+ADB の大きさを求めよ。ただし，辺 AB は円

の中心を通るものとする。

（ 2 ）　点 P（6，6 5）からこの円に引いた接線の方程式をすべて求めよ。また，求めた接線の接点の

座標を求めよ。

（ 3 ）　中心が点 Q（5，- 5 3）であり，この円と外接する円の方程式を求めよ。

次の問いに答えよ。

（ 1 ）　関数 y= 2x3+
3
2 x

2- 3x- 3
2 の極値をすべて求めよ。

（ 2 ）　t= sin i+ cos iとするとき，sin i cos iを tの式として表せ。

（ 3 ）　sin3 i+ cos3 iを（ 2 ）の tの式として表せ。

（ 4 ）　関数 f（i）= sin 3i- cos 3i+ 3 sin i cos i（0E iE 3
4 r）の最大値を求めよ。

1

2

3

［数－ 1］ ＜数　 　学＞

2025-smash-前期B-1日目-数学-問題.indd   42025-smash-前期B-1日目-数学-問題.indd   4 2024/12/03   11:46:062024/12/03   11:46:06



このページには問題はありません。

5

2025-smash-前期B-1日目-数学-問題.indd   52025-smash-前期B-1日目-数学-問題.indd   5 2024/12/03   11:46:062024/12/03   11:46:06



6

数
学
Ⅰ
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解答欄には答えを導く途中の式も含めて書くこと。

次の問いに答えよ。

（ 1 ）　 6
7- 2 の整数部分を a，小数部分を bとするとき，ab+ b2 の値を求めよ。

（ 2 ）　aを実数とする。全体集合Uを実数全体の集合とし，Uの部分集合 A，Bを

A= { x xは負の数 }

B= { x x2+ ax+ 31 0 }

とする。このとき，A+ Bが空集合とならないような aの値の範囲を求めよ。

（ 3 ）　x4+ 2025 を因数分解せよ。

（ 4 ）　不等式 x+
1
6 1 1

3 を解け。

（ 5 ）　0°1 i1 90° とする。5 cos2 i- 5 sin i cos i= 3 であるとき，tan iの値を求めよ。

aを定数，2 次関数 y= x2+（a- 4）x+ a- 1 のグラフを Cとする。次の問いに答えよ。

（ 1 ）　a= 11 のとき，グラフ Cと x軸との共有点の座標をすべて求めよ。

（ 2 ）　グラフ Cと x軸との共有点の個数が 1 個であるような aの値をすべて求めよ。

（ 3 ）　グラフ Cと x軸の正の部分との共有点の個数が 2 個であるような aの値の範囲を求めよ。

1

2

［数ⅠA－ 1］ ＜数学ⅠＡ＞
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数
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［数ⅢC－ 1］ ＜数 学 ⅢＣ＞
解答欄には答えを導く途中の式も含めて書くこと。

関数 f（x）= cos x+ x sin x（x2 0）について，次の問いに答えよ。

（ 1 ）　f（ r
2 ）- f（r）の値を求めよ。

（ 2 ）　関数 f（x）が x= aで極大値をとるような aの値をすべて求めよ。

（ 3 ）　（ 2 ）で求めた aについて，すべての（a，f（a））を通る直線の方程式を求めよ。

関数 f（x）= log（2+ x）（x2- 2）について，次の問いに答えよ。

（ 1 ）　関数 f（x）の導関数 f′（x）を求めよ。

（ 2 ）　曲線 y= f（x），x軸，y軸および直線 x= 1 で囲まれた部分の面積 Sを求めよ。

（ 3 ）　極限値 lim
n"3（ log（3nPn）

n
- log n）を求めよ。ただし，aPbは a個から b個とる順列の総数とす

る。

1

2
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次の英文を読み，後の問いに答えよ。

News Literacy—Watchdog or Cheerleader?

When you go to school for many years, you become literate.  You learn the alphabet, 

vocabulary, and how to read and write.  Achieving literacy allows you to become a successful 

member of society.  In our modern world, it is also important to be news literate.

These days, with news at our fingertips on smartphones and computers, news spreads 

instantly, 24/7.  We don’t have to wait for a newspaper to get printed, （ ① ） do we have to 

wait for a journalist to file a radio or TV report.  We can get real-time updates on social media 

from anyone in the world.  Anyone on Facebook, Twitter or YouTube can be their own journalist 

with an audience of one person or one million people.

In the United States, the News Literacy Project（NLP）* was created to help a new generation 

of students make sense of the tsunami of news and information coming at them.  The NLP 

collaborates with journalists from many American media outlets such as The New York Times, 

Wall Street Journal, and AP.  The goal of this project is to make people aware of how they 

consume news and information.

Confirmation bias* is one of the problems with the consumption of news.  As an example, 

imagine you have a favorite baseball team.  If your newspaper sports section has articles about 

three teams, you’re likely to read the article about your favorite team and not read the other 

two articles.  The same can be true for politics.  If you believe that a government should have 

low taxes and low public spending, you may be more interested in reading stories which 

support such views.  （ ② ）, you may read or view sites supporting such ideas.  This is called 

confirmation bias.  In recent years, with social media, it has become much easier to get trapped 

in a bubble supporting biased opinions without being exposed to other ideas.

Sometimes it is good to seek other sources of information.  When you buy your first car, will 

you completely trust one car dealer, or will you get information from family, friends, and even 

other car dealers?  Certainly, daily news stories do not always affect us personally like buying a 

car would.  The danger lies in people not listening to each other.  Some people get news from 

their favorite channel or website, and completely ignore the others.  They end up in echo 

chambers*, hearing only their favorite views.  In the worst case scenario, this can lead to real 

conflict in society, which could affect each of us personally.

The information we get from journalism can be compared to a watchdog.  A real dog will 

protect us from harm.  Quality journalism will ask tough questions to people in power and 

perhaps protect us from bad government policy.  Not only journalists, but the consumers of 

news need to be skeptical.  We all have a responsibility not to simply accept everything we see 

or hear.  You must ask yourself, is your news source a watchdog or a cheerleader?

1

5

10

15

20

25

30

［英－ 1］ ＜英　 　語＞
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* the News Literacy Project（NLP）（ 9 行目）： ロサンゼルス・タイムズ紙の元記者が設立し

た非営利団体

* confirmation bias（14 行目）：確証バイアス

* echo chamber（26 ～ 27 行目）： 似た興味関心を持つ人々のコミュニティ内で意見を発信する

と似た意見ばかりが返ってくる状況

（ 1 ）

 

次の各英文について，本文の内容に合っていれば T，合っていなければ F と答えよ。

1 ．Literacy is a key to succeeding in society.

2 ．People with confirmation bias tend to read only articles that support their opinions.

3 ．Thanks to social media, we are more likely to accept a wide variety of opinions.

4 ．Daily news articles have a significant effect on car sales.

5 ．Even if you are not a journalist, you should be careful when consuming news.

（ 2 ）

 

次の下線の語が表すものとして，最も適切なものを 1 ～ 4 から選び，番号で答えよ。

（ a ）

 

＜… coming at them. ＞（10 行目）

1 ．one million people

 

2 ．a new generation of students

3 ．the tsunami of news

 

4 ．journalists

（ b ）

 

＜… only their favorite views. ＞（27 行目）

1 ．car dealers

  

2 ．some people

3 ．news

  

4 ．the others

（ 3 ）

 

本文中の（ ① ）と（ ② ）に入るものとして，最も適切なものを 1 ～ 4 から選び，番号で

答えよ。

（ ① ）

 

1 ．and

 

2 ．but

 

3 ．nor

 

4 ．so

（ ② ）

 

1 ．However

 

2 ．Meanwhile

 

3 ．Otherwise

 

4 ．Furthermore

［英－ 2］
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（ 4 ） 次の各語の本文中での意味として，最も適切なものを 1 ～ 4 から選び，番号で答えよ。

（ a ） ＜audience＞（ 8 行目）

1 ．the act of taking part in an activity

2 ．a group of people who view or listen to something

3 ．the feeling that something is acceptable

4 ．a very strong request for something

（ b ） ＜ignore＞（26 行目）

1 ．to be sure that something is true

2 ．to have the same opinion as someone else

3 ．to pay no attention to something

4 ．to think that somebody is responsible for something bad

（ 5 ） 本文中の下線（ 3 行目）について次の［　　］の中から自分の考えに合うほうを選び〇で囲

み， 本文の内容を踏まえて英文を完成させよ。

 

I ［agree / don’t agree］ with this opinion because 　　　　　　　　　　　　　　　　.

 

［英－ 3］
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次の問いに答えよ。

（ 1 ） 次の各英文の（　　）にあてはまる最も適切な語句を 1 ～ 4 から選び，番号で答えよ。

（ a ） Nobody believed Kenji at first, but it （　　） that he was right.

1 ．kept out 2 ．turned out 3 ．found out 4 ．carried out

（ b ） Oh, no!  I can’t find the theater tickets.  They （　　） out of my pocket.

1 ．must have fallen  2 ．should have fallen

3 ．had to fall  4 ．didn’t fall

（ c ） The accident was my fault, so I had to pay for the damage （　　） the other bicycle.

1 ．of 2 ．for 3 ．to 4 ．in

（ d ） Yesterday we watched movies all evening （　　） we didn’t have anything better to do.

1 ．although 2 ．as 3 ．while 4 ．unless

（ e ） If you don’t speak English, you’ll find it hard to （　　） business in the UK.

1 ．have 2 ．do 3 ．make 4 ．take

2

［英－ 4］
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（ 2 ） 次の各英文は一箇所訂正することによって正しい英文となる。訂正すべき箇所を 1 ～ 4 から

選び，番号で答えよ。

（ a ） At our high school days, Mr. Robinson would encourage us all with the words, “Never 

put off till tomorrow what you can do today.”

（ b ） Government officials around the world have demanded car makers warn their 

customers on the risks of self-driving cars.

（ c ） Every summer, many people are taken to the hospital for heat stroke, yet the 

significant number still refuse to use air conditioning to save money.

（ d ） Greetings used by the female elephants in the zoo closely match to the behavior of 

wild elephants.

（ e ） My favorite phrase is from a famous professional basketball player: “Everybody have  

talent, but ability takes hard work.”

1 2

3 4

1 2 3

4

1 2

3 4

1 2 3 4

1 2 3

4

［英－ 5］
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次の A と B が最も自然な対話となるには，（　　）にどのような会話文を入れるのがよいか。 

1 ～ 4 から選び，番号で答えよ。

（ 1 ） A：I need to request two wake-up calls for tomorrow morning, one at 7:00 and the other 

at 7:30.

B：Certainly.  Expect a call from us at 7:00, and again at 7:30.  （　　　　　　　　　）

A：That’ll be all.

B：OK.  Have a good night.

1 ．Do we need another recommendation?

2 ．Is there anything else?

3 ．What time do you want the call?

4 ．How often will we call for you?

（ 2 ） A：I’m done now.  Do you like your new hairstyle?

B：I absolutely love it.  How much do I owe you?

A：It’s going to be $55.

B：（　　　　　　　　　） Thanks for everything.

1 ．Here you go.

2 ．Let me think about it.

3 ．See you tomorrow.

4 ．I love you too.

（ 3 ） A：Where shall we go today?

B：I hear there is a very nice natural history museum in this town.

A：（　　　　　　　　　） Let’s check the website.

1 ．That’s annoying, isn’t it?

2 ．I would like to work for the museum there.

3 ．That sounds like a great idea!

4 ．There’re better buildings to visit.

3

［英－ 6］
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（ 4 ） A：Guess what?  I spilt tea on my notebook this morning.  My homework is ruined!

B：Don’t worry.  Ms. Watanabe will understand.

A：She won’t believe me.  The truth is I only did half of it.

B：（　　　　　　　　　） She isn’t as strict as you think she is.

1 ．You can’t do that.

2 ．You should tell her the truth.

3 ．She must be angry with you.

4 ．She can’t accept your homework.

（ 5 ） A：I would like to get a student bus pass.

B：Sure.  （　　　　　　　　　）

A：Okay, I have it right here.

B：Thanks.  So, that’ll be ¥5,500.

1 ．How would you like to pay?

2 ．What kind of pass do you want?

3 ．Did you pass the bus driver’s exam?

4 ．Can I see your student ID?

［英－ 7］
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次の文章の（　①　）～（　⑩　）に適切な語句，数値，文字式を入れよ。ただし，選択肢が与え

られている問いに対しては，該当する答えを（ア）または（イ）から選べ。なお，解答欄の〔　　〕の

中には適切な単位（記号）を記せ。

（ 1 ）　水平面上のある点 O から，水平面となす角 iの向きに大きさ v0〔m/s〕の初速度で小球を投

げ出した。重力加速度の大きさを g〔m/s2〕としたとき，小球を投げ出してから最高点に達す

る時間は（　①　），最高点の水平面からの高さは（　②　）となる。その後，小球は水平面

上の点 P に落下した。OP 間の距離は（　③　）となる。

（ 2 ）　なめらかに動くピストンがついたシリンダーに閉じ込めた気体に，外部から熱量 Q〔J〕およ

び仕事W〔J〕を与えたとき，内部エネルギーの変化 DU〔J〕は，QとWを用いて（　④　）と

表される。この関係を（　⑤　）という。 3 molの単原子分子理想気体に熱量 50 Jを加えて

気体の温度を 2 K上昇させたとき，気体が外部からされた仕事は（　⑥　）となる。ただし，

気体定数を 8.31 J/（mol・K）とする。

（ 3 ）　水面上の 2 点を振動させると，波の振幅が強めあったり弱めあったりする現象である波の

（　⑦　）が生じる。 2 点の波源が同位相で同じ波長 m〔m〕の波を起こすとき，波源からの距

離がそれぞれ L1〔m〕，L2〔m〕である点で波が強め合う条件は， L1-L2 が m

2 の（　⑧　）

倍のときである。ただし，⑧は {（ア）偶数　（イ）奇数 }の中から適切なものを選んで記号で

答えよ。

（ 4 ）　原点 O に+4 .0# 10-10 Cの点電荷，原点から距離 0.20 m離れた点 A に-6 .0# 10-10 C

の点電荷を置いたとき，OA 間の中点 B の電場（電界）の大きさは（　⑨　），電場（電界）の

向きは（　⑩　）である。ただし，⑩は {（ア）B"O　（イ）B"A}の中から適切なものを選

んで記号で答えよ。また，静電気力に関するクーロンの法則の比例定数を 9.0# 109 N・m2/C2

とする。

1

＜物　 　理＞［物－ 1］
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図のように，質量m〔kg〕，長さ L〔m〕の太さと密度が一様な棒が，水平な粗い床と，鉛直な粗

い壁に立てかけられている。棒と壁とのなす角を i，棒と床との間の静止摩擦係数を n1，棒と壁

との間の静止摩擦係数を n2，重力加速度の大きさを g〔m/s2〕とする。棒の重心は棒の中点にある

ものとして，以下の問いに答えよ。ただし，棒と床との接点にはたらく垂直抗力の大きさをN1〔N〕，

棒と壁との接点にはたらく垂直抗力の大きさをN2〔N〕とする。なお，必要な記号があれば各自で

定義し，答えを導く過程も記述せよ。

（ 1 ）　棒にはたらく鉛直方向の力のつり合いの式，および水平方向の力のつり合いの式を記せ。

（ 2 ）　棒と壁との接点まわりの力のモーメントのつり合いの式を記せ。

（ 3 ）　 1
tani（ = sini

cosi）を n1，n2 で表せ。

L壁

床

i

2

［物－ 2］
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図のように，電気容量 C1〔F〕，C2〔F〕，C3〔F〕のコンデンサー C1，C2，C3，電圧V〔V〕の

電池，およびスイッチ S1，S2 からなる回路について，以下の問いに答えよ。ただし，最初スイッ

チ S1，S2 は開いており，各コンデンサーに蓄えられた電気量はないものとする。なお，必要な記

号があれば各自で定義し，答えを導く過程も記述せよ。

（ 1 ）　C1 と C2 を直列に接続したときの合成容量を求めよ。

（ 2 ）　スイッチ S1 を閉じて十分に時間が経過したとき，C2 に加わる電圧を求めよ。

（ 3 ）　次にスイッチ S1 を開き，S2 を閉じて十分に時間が経過した。C3 に蓄えられる電気量を求めよ。

S1

C1

V

S2

C2

C3

3

［物－ 3］
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水溶液 A～ Eはそれぞれ 1 種類の陰イオンを含む。次の（ａ）～（ｅ）の文章を読み，後の 

問いに答えよ。

（ａ）　水溶液 Aに硝酸銀水溶液を加えると，白色の沈殿が生じた。この沈殿はアンモニア水に 

溶けた。

（ｂ）　水溶液 Bに硝酸銀水溶液を加えると，黄色の沈殿が生じた。この沈殿はアンモニア水に 

ほとんど溶けなかった。

（ｃ）　水溶液 Cに硝酸銀水溶液を加えると，褐色の沈殿が生じた。この沈殿は，硝酸銀水溶液に

少量のアンモニア水を加えても生じ，過剰のアンモニア水に溶けた。

（ｄ）　水溶液 Dに塩化カルシウム水溶液を加えると，大理石の主成分である白色の沈殿が生じた。

この沈殿は塩酸に溶けた。

（ｅ）　水溶液 Eに塩化バリウム水溶液を加えると，白色の沈殿が生じた。この沈殿は塩酸に 

溶けなかった。

（ 1 ）　水溶液 A～ Eに含まれる陰イオンを（ア）～（キ）から選び，記号で記せ。ただし，

同じ記号を複数回用いてはならない。

（ア）　CO32－　　　（イ）　OH－　　　（ウ）　SO42－　　　（エ）　S2－　　　（オ）　Cl－

（カ）　F－　　　　 （キ） Ⅰ－

（ 2 ）　（ｄ），（ｅ）で生じた白色沈殿の化学式を，それぞれ記せ。

1

＜化　 　学＞［化－ 1］

化

学
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次の図は，気体の反応 A→ Pにおける，反応の進行とエネルギーの関係を示したものである。

後の問いに答えよ。

エ
ネ
ル
ギ
ー

反応の進み方

A

B

E

P

（ 1 ）　Bの状態の名称を記せ。

（ 2 ）　Aを Bの状態にするために必要な最小のエネルギー Eの名称を記せ。

（ 3 ）　次の文を読み，（　①　）にあてはまる最も適切な語句を（ア）～（ウ）から選び，記号で

記せ。

　　A→ Pの反応は（　①　）反応である。

（ア）　発熱　　　（イ）　等温　　　（ウ）　吸熱

（ 4 ）　反応容器内の温度を高くしたときの反応速度の変化を（ア）～（ウ）から選び，記号で記せ。

（ア）　大きくなる　　　（イ）　小さくなる　　　（ウ）　変わらない

（ 5 ）　触媒を加えたときの反応経路とエネルギーの変化を，解答欄の図に書き込んで記せ。

2

［化－ 2］

化

学
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酸と塩基に関する次の文章を読み，後の問いに答えよ。

（ 1 ）　25 ℃で，次の水溶液の pH を求めよ。ただし，log10 2=0 .30 とし，答は小数第 1 位まで記せ。

（ａ）　0.10 mol/L の塩酸（電離度を 1.0 とする）

（ｂ）　0.20 mol/L の水酸化ナトリウム水溶液（電離度を 1.0 とする）

（ 2 ）　（Ａ）～（Ｄ）の混合水溶液の性質として適切な文を，（ア）～（ウ）から 1 つ，（あ）～

（う）から 1 つ選び，記号で記せ。ただし，同じ記号を複数回用いてもよい。

（Ａ）　0.10 mol/L 塩酸 20 mL と 0.20 mol/L 水酸化ナトリウム水溶液 10 mL の混合水溶液

（Ｂ）　0.20 mol/L 硫酸 20 mL と 0.30 mol/L 水酸化ナトリウム水溶液 20 mL の混合水溶液

（Ｃ）　0.20 mol/L 塩酸 10 mL と 0.10 mol/L アンモニア水 20 mL の混合水溶液

（Ｄ）　0.20 mol/L 酢酸水溶液 20 mL と 0.10 mol/L 水酸化ナトリウム水溶液 40 mL の混合 

水溶液

（ア）　混合水溶液は酸性である。

（イ）　混合水溶液は中性である。

（ウ）　混合水溶液は塩基性である。

（あ）　混合水溶液に BTB 溶液を加えると緑色を示す。

（い）　混合水溶液に BTB 溶液を加えると黄色を示す。

（う）　混合水溶液に BTB 溶液を加えると青色を示す。

3

［化－ 3］

化

学
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［化－ 4］

アニリン，ニトロベンゼン，フェノール，安息香酸をジエチルエーテルに溶かした混合溶液に 

ついて，下図のような分離操作を行った。後の問いに答えよ。

混合溶液

水層 1 エーテル層1

水層 2 水層 B

水層C

エーテル層A

HCl aq
HCl aq

NaHCO3 aq

NaOH aq

エーテル

エーテル層2

エーテル層D

（ 1 ）　この分離操作を行う際，用いるのに最も適した実験器具を（ア）～（エ）から選び，記号で

記せ。

（ア）　ろ紙　　　（イ）　分液ろうと　　　（ウ）　分留塔　　　（エ）　枝つきフラスコ

（ 2 ）　エーテル層 A，Dおよび水層 B，Cに含まれる物質の，その状態での構造式を例にならって

記せ。

C

Cl

CH3

O　　例　　

（ 3 ）　塩酸または水酸化ナトリウム水溶液を用いて，水層 B，Cから元の物質を遊離させる反応を，

化学反応式でそれぞれ記せ。

4

化

学
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次の文章の（　①　）～（　⑳　）にあてはまる適切な語句を入れよ。

・ある遺伝子を含む DNA 断片を切り出し，それを別の DNA につないで細胞に導入することを

（　①　）という。（　①　）では，目的の DNA を切り出すために（　②　）という酵素が使わ

れる。そして，切り出した DNA 断片を，導入先の DNA 断片につなげるために（　③　）とい

う酵素が使われる。また，ある遺伝子を細胞に導入する際は，その運び手として（　④　）と

よばれる DNA が用いられる。（　④　）には，大腸菌などの細菌がもつ（　⑤　）とよばれる

環状 DNA などがある。

・ヒトの体には，破損した血管からの出血を防ぐしくみがある。血管が傷つくと，その部分に

（　⑥　）が集まる。次に，（　⑥　）から放出される因子のはたらきにより，（　⑦　）という繊

維状のタンパク質が形成される。（　⑦　）が集まって，赤血球などの血球をからめて（　⑧　）

をつくる。この一連の反応を（　⑨　）という。一方，（　⑦　）を分解して（　⑧　）を溶か

すしくみもあり，このしくみを（　⑩　）という。

・動物の行動には，遺伝的にプログラムされた（　⑪　）行動と，経験により変化する習得的（学

習による）行動がある。動物に特定の行動をとらせる引き金となる刺激を（　⑫　）という。

（　⑫　）の例として，カイコガの雌が発する，雄を誘引する物質である（　⑬　）がある。カイ

コガの雄は（　⑬　）を受容すると，その発信源に体を向ける。このように，動物が刺激によっ

て方向を定めることを（　⑭　）という。さらに，刺激の発生源に対して，特定の方向に移動す

る性質を（　⑮　）という。

・窒素（N）は，タンパク質，核酸，ATP などを構成する生物に不可欠な元素であり，生態系の中

を循環している。生物の遺骸や排出物に含まれる有機窒素化合物は，（　⑯　）イオンに分解さ

れ，さらに（　⑰　）菌によって，亜硝酸イオンを経て硝酸イオンに変えられる。これらのイオ

ンの一部は，窒素分子（N2）に変えられ大気中へ放出されるが，これを（　⑱　）という。大気

中の窒素分子（N2）は，一部の生物の体内に取り入れられ，（　⑯　）イオンに変えられるが，

このはたらきを（　⑲　）という。一方，土壌中に蓄積された（　⑯　）イオンや硝酸イオンな

どは，植物に吸収され，アミノ酸やタンパク質などの合成に用いられる。外界から窒素（N）を

含む化合物を吸収し，有機窒素化合物を合成するはたらきを（　⑳　）という。

1

［生－ 1］ ＜生　 　物＞
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次の文章を読み，後の問いに答えよ。

植物の葉緑体では光合成が行われており，太陽光のエネルギーを利用して（　①　）とリン酸か

ら ATP が合成される。このような ATP の合成反応を（　②　）という。その ATP のエネルギー

は，（　③　）と水から有機物（炭水化物など）を合成するのに使われる。この有機物には化学的

エネルギーが蓄えられており，生物は異化によって有機物を分解することでこのエネルギーを取り

出している。このように，物質が酸化される過程で放出されるエネルギーを用いて ATP を合成す

る反応を（　④　）という。葉緑体は緑色の粒状の細胞小器官で，内部にはチラコイドとストロマ

という部位があり，それぞれ異なる光合成の過程が行われている。下の図は葉緑体の模式図である。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
（オ）

（ 1 ）　文章中の（　①　）～（　④　）にあてはまる適切な語句を入れよ。

（ 2 ）　図中の（ア）～（オ）から「チラコイド」と「ストロマ」をそれぞれ 1 つ選び，記号で答えよ。

（ 3 ）　次の（a）～（d）のうち，チラコイドの説明として間違っている記述はどれか， 1 つ選び

記号で答えよ。

（a）　電子伝達により水素イオン（H+）濃度が上昇する。

（b）　クロロフィルなどの色素が存在し，光を吸収する。

（c）　光のエネルギーを使って水を分解して酸素を発生する。

（d）　酸素を使って炭水化物を分解して ATP を合成する。

（ 4 ）　次の（a）～（d）のうち，ストロマで行われることとして正しい記述はどれか， 1 つ選び

記号で答えよ。

（a）　光化学系 II から光化学系 I への電子伝達が行われる。

（b）　二酸化炭素を還元して有機物を合成する。

（c）　光のエネルギーで NADPH と ATP を合成する。

（d）　ピルビン酸を段階的に分解して二酸化炭素を発生する。

2
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次の文章を読み，後の問いに答えよ。

生命現象は，多くの化学反応により成り立っている。化学反応の進行には，反応物（基質）を反

応しやすい状態にすることが必要であり，この時に必要なエネルギーを（　①　）という。生体内

では，酵素と基質が（　②　）を形成することで，（　①　）を減少させて反応を促進している。

ある酵素反応において，単位時間当たりの生成物の増加量を酵素反応速度という。酵素濃度を一定

とした時の，基質濃度と酵素反応速度の関係を下の図に実線で示す。

基質以外の物質が酵素に結合し，酵素反応を低下させることがある。このような物質を阻害剤と

いう。阻害剤が，酵素の活性部位に結合して，（　②　）の形成を阻害することを（　③　）という。

この場合，
（ア）

酵素反応速度は図中の点線のように変化した。一方，
（イ）

阻害剤が酵素の活性部位と

異なる部分に結合して，酵素のはたらきを低下させることを（　④　）という。

酵
素
反
応
速
度
（
相
対
値
）

0 基質濃度（相対値）

（ 1 ）　文章中の（　①　）～（　④　）にあてはまる適切な語句を入れよ。

（ 2 ）　図中の実線のように，基質濃度が上がるにつれて酵素反応速度が上昇していたが，ある基質

濃度以上になると，酵素反応速度は上がらなくなった。その理由を簡潔に答えよ。

（ 3 ）　酵素濃度を半分にした場合，基質濃度と酵素反応速度のおおよその関係を，解答欄の図中に

点線で書き入れよ。

（ 4 ）　下線部（ア）の場合，基質濃度が十分に高いとき，阻害剤の影響が小さくなることを意味す

る。なぜそのようになるか，その理由を簡潔に答えよ。

（ 5 ）　下線部（イ）の場合，基質濃度と酵素反応速度のおおよその関係を，阻害剤の効果が分かる

ように，解答欄の図中に点線で書き入れよ。

3
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次の文章を読み，後の問いに答えよ。

地球上には，さまざまな環境に多様な生物が生活しており，
（ア）

相違点や共通点に基づいて分類

される。例えば，真核生物は，
（イ）

菌類，植物，動物，および原生生物としてまとめられる多様な群

に分類される。また，生物は系統をふまえて階層的に分類され，例えば，
（ウ）

植物の系統は図 1 の

ような系統樹として，
（エ）

動物の系統は図 2 のような系統樹として，それぞれ表すことができる。

系統樹は，類縁関係を知ることができるだけではなく，
（オ）

それぞれの生物がいつ頃に，どのよう

な順序で出現したかを知ることもできる。

祖先生物

図 2　動物の系統

脊
索
動
物

棘
皮
動
物

節
足
動
物

軟
体
動
物

環
形
動
物

刺
胞
動
物

海
綿
動
物

（　④　）動物 （　⑤　）動物

祖先生物

コケ植物
被子植物

種子植物シダ植物

図 1　植物の系統

ツ
ノ
ゴ
ケ
類

タ
イ
類

セ
ン
類

ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
類

シ
ダ
類

裸
子
植
物

単
子
葉
類

双
子
葉
類

（　②　）
（　③　）

（　①　）

（ 1 ）　下線部（ア）について，分類されたグループには学名がつけられ，分類の基本単位である種

の学名は，二名法で命名される。二名法がどのようなものか，簡潔に答えよ。

（ 2 ）　下線部（イ）について，真核生物の系統において，菌類は，植物，動物，原生生物のいずれ

と近縁であるか，答えよ。

（ 3 ）　下線部（ウ）について，図 1 の系統樹に示す（　①　）～（　③　）は，ある形質が現れた

（進化した）ことを示している。それぞれにあてはまる適切な形質を次の語群より 1 つ選び，

答えよ。

［語群］　葉緑体　　維管束　　胞子　　胚珠　　子房

4
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（ 4 ）　下線部（エ）について，図 2 の系統樹に示す（　④　）動物と（　⑤　）動物は，発生の過

程における口のできかたで区別される分類群を示している。（　④　）と（　⑤　）にあては

まる適切な語句を入れよ。

（ 5 ）　下線部（オ）について，DNA やアミノ酸の変化の速度が一定であるとした場合，変化の度

合いから，生物種が分岐してからの時間を推定することができる。ある共通祖先から進化した

種 A ～ E について，次のことが推定されている。後の（a）と（b）について，答えよ。

・A と B の祖先は 10 万年前に分岐した。

・A と C の祖先は 15 万年前に分岐した。

・A と D の祖先は 20 万年前に分岐した。

・C と E の祖先は 5 万年前に分岐した。

（a）　C と D の祖先が分岐したのは何万年前か，答えよ。

（b）　B と E の祖先が分岐したのは何万年前か，答えよ。
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漢 字 に 関 す る 次 の 問 い に 答 え よ 。

問 一 、 ① ～ ⑤ の 傍 線 部 の カ タ カ ナ を 漢 字 に 改 め 、 楷 書 で 大 き く 丁 寧 に 記 せ 。

①　 ジ ュ ク レ ン の 技 。　　　　　 ②　 市 役 所 の チ ョ ウ シ ャ 。

③　 祖 母 の ユ イ ゴ ン 。　　　　　 ④　 チ ュ ウ ジ ツ に 再 現 す る 。

⑤　 商 売 が ハ ン ジ ョ ウ す る 。

問 二 、 ① ～ ⑤ の 傍 線 部 の 漢 字 の 読 み を 平 仮 名 で 記 せ 。

①　 二 人 の 結 果 は 雲 泥 の 差 だ っ た 。　　 ②　 古 い や り 方 を 撤 廃 す る 。

③　 細 か い 気 泡 が 発 生 す る 。　　　　　 ④　 ガ ラ ス び ん を 煮 沸 す る 。

⑤　 一 抹 の 不 安 が 残 る 。

一

＜ 国 　  　 語＞
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次 の 文 章 は 、 精 神 分 析 学 者 フ ロ イ ト や 政 治 哲 学 者 ロ ー ル ズ 、 社 会 学 者 シ ェ ッ ク 、 政 治 家 チ ャ ー チ

ル 、 経 済 学 者 ハ イ エ ク な ど の 論 を 参 考 に し な が ら 、 民 主 主 義 と 嫉 妬 の 関 係 に つ い て 考 察 し た も の

で あ る 。 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え よ 。

民 主 主 義 に つ い て ど の よ う な 立 場 を と る に せ よ 、 そ の 中 心 的 な 価 値 に 「 平 等 」 が あ る こ と に つ い て

は 先 に 触 れ た 通 り で あ る 。 平 等 の 理 念 は 様 々 な 仕 方 で 、 諸 制 度 や 諸 実 践 の な か で 実 現 が 試 み ら れ て き

た 。 Ａ 、 一 人 ひ と り が 平 等 に 選 挙 権 を 持 つ べ き と さ れ て い る こ と 、 市 民 に は 等 し く 政 治 参 加

が 認 め ら れ る べ き だ と い う こ と 、 政 治 の 領 域 に お い て 市 民 は 対 等 な 立 場 で 議 論 で き る と い う こ と 、 な

ど で あ る 。 市 民 間 の 政 治 的 平 等 は 民 主 主 義 の 大 原 則 で あ る と 言 っ て よ く 、 し た が っ て 現 代 の 政 治 哲 学

に お い て も 、 「 平 等 と は 何 か 」 を め ぐ っ て 様 々 な 議 論 が 展 開 さ れ て き た 。

し か し 、 精 神 分 析 の 祖 ジ ー ク ム ン ト ・ フ ロ イ ト の 洞 察 は 、 平 等 や 公 正 さ の 要 求 に 、 じ つ は 後 ろ め た

い 感 情 が 潜 ん で い る こ と を 暴 露 し よ う と す る 、 ど こ か 不 穏 な も の で あ る 。

フ ロ イ ト は 「 集 団 心 理 学 と 自 我 の 分 析 」 の な か で 、 「 演 奏 の 後 で 、 歌 手 や ピ ア ニ ス ト の 周 囲 に 群 れ

を な し て 殺 到 す る 魅 了 さ れ た 熱 狂 的 な 婦 人 た ち や 少 女 た ち 」 の 例 を 挙 げ て い る 。 そ れ に よ る と 、 彼 女

た ち は 我 先 に と ス タ ー と お 近 付 き に な る こ と を 欲 す る の だ が 、 い つ し か 集 団 と し て 一 体 化 し 、 み な で

平 等 に ス タ ー の 存 在 を 共 有 す る こ と を 喜 ぶ よ う に な る と い う 。 フ ロ イ ト は こ の よ う な 経 験 的 事 実 を 一

般 化 し 、 次 の よ う に 述 べ て い る 。

社 会 の 中 に 集 合 精 神 そ の 他 の 形 で 働 い て い る も の が あ る が 、 こ れ も ま た 根 源 的 な 嫉 妬 か ら 発 し て

い る こ と は 否 定 し が た い 。 だ れ も 出 し ゃ ば ろ う と し て は な ら な い し 、 だ れ も が お な じ で あ り 、 お

な じ も の を も た な く て は な ら な い 。 社 会 的 公 正 の 意 味 す る と こ ろ は 、 自 分 も 多 く の こ と を 断 念 す

る か ら 、 他 の 人 々 も そ れ を 断 念 し な け れ ば な ら な い 、 ま た 、 お な じ こ と で あ る が 他 人 も そ れ を 要

求 す る こ と は で き な い 、 と い う こ と で あ る 。

こ こ で 蠢
う ご め

い て い る の は 「 自 分 が 贔
ひ い き

屓 に な れ な い と す れ ば 、 少 な く と も 皆 の う ち 、 だ れ 一 人 と し て 贔

屓 さ れ て は な ら な い 」 と い う 、 見 か け の 公 正 さ に は そ ぐ わ な い Ｂ な 感 情 で あ る 。 こ の フ ロ イ

ト の 洞 察 、 す な わ ち 社 会 的 公 正 お よ び 平 等 の 観 念 が 嫉 妬 に も と づ い て い る と い う 洞 察 は 、 正 義 を 中 心

に 構 想 さ れ た 現 代 の 政 治 哲 学 を い さ さ か 不 安 に さ せ る も の だ ろ う 。

正 義 や 平 等 の 要 求 は 、 そ れ 自 体 嫉 妬 か ら 生 じ た も の で は な い の か ？　 こ れ は な に も 突 飛 な 問 い か け

で は な い 。 じ つ は 、 ほ か な ら ぬ ロ ー ル ズ 自 身 が こ の 問 題 を 真 剣 に 考 え て い る よ う に 思 わ れ る 。 い ま 一

度 、 ロ ー ル ズ の 議 論 （ 注 ） に 立 ち 戻 っ て み よ う 。

こ の こ と は 『 正 義 論 』 に お け る 嫉 妬 に か ん す る 考 察 の 終 わ り で 、 フ ロ イ ト の 議 論 が 検 討 さ れ て い る

こ と か ら も う か が え る 。 こ の 箇 所 は 、 こ の 浩
こ う

瀚
か ん

な 書 物 の な か で ロ ー ル ズ が フ ロ イ ト に 言 及 し た 数 少 な

い も の の 一 つ で あ る 。 フ ロ イ ト は 、 公 正 さ の 感 覚 は 嫉
そ ね

み に 由 来 す る と 指 摘 し た が 、 ロ ー ル ズ に よ れ ば 、

こ う し た フ ロ イ ト の 議 論 は 根 拠 の 薄 弱 な 断 言 に 過 ぎ な い 。 正 義 の 要 求 は 嫉 妬 で は な く 「 憤 慨 」 と い う

道 徳 感 情 に 由 来 す る と 言 う こ と も で き る の で あ っ て 、 こ れ を 判 定 す る に は 、 正 義 構 想 や 社 会 状 況 に 関

す る 人 々 の 理 解 を 慎 重 に 吟 味 す る 必 要 が あ る 、 そ う ロ ー ル ズ は 述 べ る 。
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し か し 、 こ こ で ロ ー ル ズ の 反 論 は フ ロ イ ト の 説 を 退 け る ほ ど 決 定 的 な も の で は な く 、 正 義 が つ ま る

と こ ろ 嫉 み の 隠 れ 蓑
み の

に 過 ぎ な い の か ど う か 、 結 論 は 棚 上 げ さ れ た ま ま で あ る 。 ロ ー ル ズ と し て は 、 フ

ロ イ ト の 議 論 が 単 に 外 在 的 で 的 外 れ な 議 論 と し て 片 付 け ら れ る も の で は な く 、 「 フ ロ イ ト の 批 判 は 、

公 正 と し て の 正 義 の 理 論 の 真 ん 前 に 立 ち は だ か り 、 こ の 理 論 そ の も の が 最 初 か ら 嫉 妬 に 汚 染 さ れ て い

る こ と を 暴 き 立 て る 」 か ら こ そ 、 正 面 か ら き っ ち り 応 答 し て お く 必 要 が あ っ た の だ ろ う 。 繰 り 返 せ ば 、

こ の 強 い 否 定 的 な 感 情 は 、 ロ ー ル ズ の 構 想 の 脆
も ろ

い 部 分 を 間 違 い な く 指 し 示 し て い る の だ 。

正 義 や 平 等 の 要 求 に は 、 み に く い 嫉 妬 心 が べ っ と り と 貼 り 付 い て い る か も し れ な い 。 じ つ は こ う し

た 考 え は 、 保 守 的 な 政 治 家 や 思 想 家 に よ っ て 繰 り 返 し 指 摘 さ れ て き た こ と で も あ る 。 た と え ば 、 ヘ ル

ム ー ト ・ シ ェ ッ ク は 、 こ う し た 疑 念 を 共 有 し な が ら 、 次 の よ う に 言 っ て い る 。

平 等 な 社 会 へ の ユ ー ト ピ ア 的 な 欲 望 が ど こ か ら 来 た か と い う と 、 自 分 自 身 の 嫉 妬 、 さ ら に は ／ あ

る い は 、 自 分 よ り 暮 し 向 き の よ く な い 同 輩 の 嫉 妬 と 折 り 合 い を つ け る こ と が で き な い と い う 動 機

以 外 の 何 も の で も な い 。

私 た ち は 自 分 が 嫉 妬 す る こ と に も 、 他 人 か ら 嫉 妬 さ れ る こ と に も 耐 え る こ と が で き な い 。 だ か ら 平

等 社 会 を 望 む よ う に な る 、 シ ェ ッ ク は そ う 考 え て い る よ う だ 。

そ の ほ か に も 、 チ ャ ー チ ル は か つ て 「 社 会 主 義 と は 負 け 組 の 哲 学 、 無 知 な 者 の 宗 教 、 嫉 妬 へ の 福 音

で し か な い 」 と 語 っ て い た と い う し 、 あ る い は 同 じ こ と だ が 、 ハ イ エ ク も ま た 「 こ の 感 情 ［ 嫉 妬 心 ― ―

引 用 者 に よ る 補 足 ］ を 満 足 さ せ 、 社 会 正 義 と い う 尊 敬 す べ き 外 観 で そ れ を 偽 装 す る 現 代 の 傾 向 は 、 自

由 に と っ て 重 大 な 脅 威 に ま で 発 展 し つ つ あ る 」 と 言 っ て い た の で あ る 。 こ う し た 見 方 か ら す れ ば 、 平

等 を 求 め る 社 会 主 義 と は 「 他 人 よ り 健 康 な 体 、 あ る い は 幸 福 な 気 質 、 う ま く 合 っ た 配 偶 者 、 ま た は 頼

も し い 子 供 を 、 誰 も も た な い よ う に す る 」 、 そ の よ う な 政 治 体 制 の こ と で し か な い と い う こ と に な る 。

嫉 妬 は 正 義 や 公 正 さ に 自 ら を 偽 装 し 、 相 手 を 「 引 き 下 げ る 」 こ と で 自 分 を 慰 め る 。 こ う し た 疑 義 は 、

平 等 と 格 差 の 是 正 を 訴 え る 現 代 の リ ベ ラ ル 左 派 に と っ て は ど こ か 居 心 地 の 悪 い も の だ ろ う 。

（ 山 本 圭 『 嫉 妬 論 』 に よ る 。 一 部 表 記 を 改 め た ）

（ 注 ） ロ ー ル ズ の 議 論 … … 筆 者 は 出 題 箇 所 の 前 の 部 分 で ロ ー ル ズ の 嫉 妬 論 を 検 討 し て い る 。 ロ ー ル ズ は 正

義 に か な っ た 社 会 を 考 え る 中 で 嫉 妬 を 無 害 化 し よ う と し た が 、 完 全 に 解 決 で き て は い な い と 筆 者 は

考 え て い る 。

（ 字 数 制 限 の あ る 問 い で は 、 句 読 点 や 記 号 等 を 字 数 に 含 め る ）

問 一 、 Ａ に あ て は ま る 語 句 と し て 最 も 適 当 な も の を （ ア ） ～ （ オ ） か ら 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

（ ア ） さ ら に　　 （ イ ） た と え ば　　 （ ウ ） そ れ ゆ え　　 （ エ ） と こ ろ で　　 （ オ ） だ が

ウ
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問 二 、 Ｂ に あ て は ま る 語 句 と し て 最 も 適 当 な も の を （ ア ） ～ （ オ ） か ら 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

（ ア ） 真 っ 黒　　 （ イ ） 真 っ 白　　 （ ウ ） 真 っ 青　　 （ エ ） 真 っ 赤　　 （ オ ） 真 っ 黄 色

問 三 、 傍 線 部 ア 「 こ の 問 題 」 が 指 し て い る 箇 所 を 文 中 か ら 抜 き 出 し て 記 せ 。

問 四 、 傍 線 部 イ 「 憤 慨 」 と あ る が 、 こ こ で の 「 憤 慨 」 の 対 象 と し て 最 も 適 当 な も の を （ ア ） ～ （ オ ）

か ら 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

（ ア ） 自 分 だ け ス タ ー に 近 づ け な い こ と

（ イ ） 悪 事 を は た ら く 人

（ ウ ） 社 会 が 公 正 で な い こ と

（ エ ） 正 義 を ふ り か ざ す 人

（ オ ） 過 去 の 誤 っ た 学 説

問 五 、 傍 線 部 ウ 「 正 義 や 平 等 の 要 求 に は 、 み に く い 嫉 妬 心 が べ っ と り と 貼 り 付 い て い る 」 と あ る が 、

嫉 妬 心 に 基 づ く 正 義 や 平 等 の 要 求 と は ど の よ う な こ と か 。 文 中 の 語 句 を 用 い て 具 体 的 に 三 十 五

字 程 度 で 記 せ 。

問 六 、 本 文 の 内 容 に 合 致 す る も の を （ ア ） ～ （ オ ） か ら 一 つ 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

（ ア ） ロ ー ル ズ は 精 神 分 析 学 者 で は な か っ た た め 、 フ ロ イ ト の よ う に 正 義 や 平 等 と 嫉 妬 の 関

係 に ま で 思 い 至 ら な か っ た 。

（ イ ） フ ロ イ ト の 議 論 は 経 験 的 事 実 に 基 づ い た も の で あ る が 故 に 、 多 く の 人 々 に と っ て 納 得

で き る 議 論 で あ る 。

（ ウ ） ロ ー ル ズ は フ ロ イ ト の 議 論 は 的 外 れ で あ る と 考 え て い る た め 、 こ れ を 完 全 に 否 定 し て

い る 。

（ エ ） 嫉 妬 は フ ロ イ ト の 精 神 分 析 学 に お け る 研 究 対 象 で あ る だ け で な く 、 社 会 の あ り 方 を 考

え る 際 の 問 題 と し て も 考 え ら れ て い る 。

（ オ ） 現 代 の 民 主 主 義 は 、 フ ロ イ ト を 乗 り 越 え た ロ ー ル ズ の 議 論 を 基 盤 と し て 構 想 さ れ た 政

治 体 制 で あ る 。
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次 の 文 章 を 読 み 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

個 人 的 な 体 験 で す が 、 十 数 年 前 に 初 め て ド イ ツ を 旅 行 し た と き 、 古 都 ケ ル ン を 訪 れ ま し た 。 駅 の す

ぐ 目 の 前 に は ケ ル ン 大 聖 堂 が 聳
そ び

え て い ま す 。 中 世 ゴ シ ッ ク 様 式 で 建 て ら れ た 聖 堂 で 、 高 い 天 井 と 壮 麗

な ス テ ン ド グ ラ ス が 特 徴 で す （ 現 存 の 建 物 は 13 世 紀 に 着 工 、 19 世 紀 に 完 成 ） 。

駅 前 の 雑 踏 を 抜 け て 、 大 聖 堂 へ と 足 を 踏 み 入 れ た 瞬 間 、 荘 厳 な 空 気 に 息 を 呑
の

み ま し た 。 天 へ 引 っ 張

ら れ る よ う な 上 昇 感 に 、 思 わ ず 仰 ぎ 見 ず に は い ら れ ま せ ん 。 人 々 の 足 音 や ひ そ ひ そ と し た 話 し 声 が 、

葉 擦 れ の よ う に 柱 の あ い だ を こ だ ま し て い ま す 。 歩 を 進 め る た び に 巨 大 な ス テ ン ド グ ラ ス が 現 れ 、 薄

暗 い 堂 内 に 神 秘 的 な 光 を 投 げ か け て い ま す 。

と こ ろ が 一 箇 所 だ け 、 明 ら か に 雰 囲 気 の 異 な る 場 所 が あ り ま し た 。 人 だ か り が で き て 、 観 光 客 が 群

が っ て い た の で す 。

人 々 の 視 線 の 先 に は 、 カ ラ フ ル で ポ ッ プ な ス テ ン ド グ ラ ス が あ り ま し た 。 ド イ ツ の 現 代 芸 術 家 ゲ ル

ハ ル ト ・ リ ヒ タ ー が デ ザ イ ン し た も の で す 。 私 が 訪 れ た 少 し 前 の ２ ０ ０ ７ 年 に 完 成 し て い ま し た 。

リ ヒ タ ー は 作 品 に 数 十 億 円 の 値 が つ く こ と で も 知 ら れ る 、 も っ と も 著 名 な 現 代 芸 術 家 の ひ と り で す 。

現 代 ア ー ト に 疎 い 私 は 、 恥 ず か し な が ら リ ヒ タ ー の 作 品 が あ る と 知 ら ず に ケ ル ン を 訪 れ ま し た 。 し か

し こ の ス テ ン ド グ ラ ス の よ う に 色 彩 を グ リ ッ ド 状 に 並 べ る ス タ イ ル は 、 リ ヒ タ ー の 「 カ ラ ー チ ャ ー

ト 」 と 呼 ば れ る シ リ ー ズ と し て す で に 有 名 で し た 。

そ の た め ス テ ン ド グ ラ ス を 見 た 私 の 頭 に は 、 こ の 芸 術 家 の 名 前 や 顔 、 他 の 作 品 な ど が 浮 か ん で き ま

し た 。 大 聖 堂 の 厳 粛 な 空 気 に 圧 倒 さ れ て い た と こ ろ に 、 リ ヒ タ ー と い う 生 身 の 人 間 が 意 識 に の ぼ っ た

こ と で 、 心 は 日 常 生 活 へ 一 気 に 引 き 戻 さ れ ま し た 。

リ ヒ タ ー の ス テ ン ド グ ラ ス を 非 難 す る つ も り は あ り ま せ ん 。 ち ょ う ど 陽 光 が 差 し 込 む と 色 と り ど り

の 光 が 溢
あ ふ

れ て 、 ゴ シ ッ ク 建 築 に 意 外 に 合 う と さ え 感 じ ま し た （ 当 初 は 賛 否 両 論 あ っ た よ う で す が 、 現

在 で は 現 代 ア ー ト の 傑 作 の ひ と つ と 評 価 さ れ て い ま す ） 。

と は い え ア ー ト イ ベ ン ト に 来 た か の よ う な が や が や と し た 周 囲 の 様 子 も あ っ て 、 Ａ し て し

ま っ た 、 と い う の が 正 直 な と こ ろ で す 。

ケ ル ン 大 聖 堂 で の 経 験 は 、 中 世 の 教 会 と い う 特 定 の 作 り 手 と 結 び つ け ら れ て い な い 宗 教 芸 術 に 浸 っ

て い る と き に 、 予 想 外 の か た ち で 近 代 的 な 「 作 者 」 個 人 が 突 然 顔 を 出 し 、 そ の こ と に 違 和 感 を 覚 え た 、

と い う も の で し た 。

翻 っ て 普 段 の 自 分 を 顧 み る と 、 芸 術 作 品 に 向 か い 合 う と き に 「 こ れ は 誰 が 作 っ た の か 」 と か 「 そ の

人 は こ の 作 品 で 何 を 表 現 し よ う と し た の か 」 と つ い 考 え て い る こ と に 気 が つ き ま し た 。 作 品 を 鑑 賞 し

た り 、 作 品 に つ い て 語 っ た り す る こ と と 、 作 者 を 知 る こ と が セ ッ ト に な っ て い る の で す 。 展 覧 会 な ど

で 作 品 よ り 先 に キ ャ プ シ ョ ン を 見 て し ま う の は 、 そ う し た 意 識 の 表 れ で し ょ う 。

こ う し た 意 識 が 私 の な か に 植 え つ け ら れ て い た の は 、 個 人 の 問 題 だ け で は あ り ま せ ん 。

実 際 に 20 世 紀 初 頭 ま で は 、 芸 術 作 品 の 研 究 と 言 え ば 、 作 者 を 研 究 す る こ と と イ コ ー ル に な っ て い ま

し た 。 作 者 の 日 記 や 伝 記 あ る い は 当 時 の 社 会 情 況 な ど を 調 べ て 、 作 品 を 作 っ た と き に 作 者 は ど の よ う

な 境 遇 に あ っ て 、 ど の よ う な 精 神 状 態 に あ っ た の か 、 と 推 測 す る 方 法 で す 。 そ こ か ら 、 恋 愛 で 挫 折 し

た 感 情 を 昇 華 さ せ よ う と し た の が こ の 作 品 だ な ど と 、 現 実 で の 出 来 事 を 作 品 の な か に 読 み 込 ん で 解 釈
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し ま す 。 現 在 で も 一 般 に は 馴
な

染
じ

み の あ る 手 法 で は な い で し ょ う か 。

さ ら に 現 代 は 、 作 者 個 人 の オ リ ジ ナ リ テ ィ が 極 端 な ま で に 重 視 さ れ て い る 世 の 中 だ と 言 え ま す 。 私

た ち は 幼 い 頃 か ら 、 と に か く 「 自 由 な 発 想 で 」 創 作 す る こ と を 期 待 さ れ ま す 。 作 品 の よ し あ し に つ い

て 語 る と き は 、 コ ン セ プ ト は 何 か 、 他 人 に な い 発 想 が あ る か ど う か が お も な 評 価 に な り ま す 。 公 表 さ

れ た 作 品 が 他 人 の 作 品 に 似 て い た ら 問 題 に な り ま す 。

し か し な が ら 、 こ う し た 姿 勢 は ロ マ ン 主 義 的 な 近 代 美 学 に 基 づ い た も の で す 。 偉 大 な 芸 術 作 品 と は

独 創 的 な 天 才 が 自 己 表 現 し た も の で 、 受 容 者 は 作 品 を つ う じ て 芸 術 家 を 追 体 験 す べ き で あ る 、 と い う

思 想 が 前 提 に さ れ て い ま す 。

も ち ろ ん 現 代 で は 著 作 権 が 定 め ら れ て い る 以 上 、 そ れ に 抵 触 し な い よ う に す る 必 要 は あ り ま す 。 し

か し あ ま り に も 独 創 性 が 偏 重 さ れ る と 、 今 ま で に な い も の ば か り を 追 求 し て 、 奇 を 衒
て ら

う こ と が 創 作 の

目 標 に な る こ と も あ り え ま す 。 鑑 賞 す る 側 も 、 新 奇 性 が あ る か ら こ そ 優 れ て い て 、 類 例 が あ れ ば 駄 作

だ と 評 価 す る 傾 向 に 陥 っ て し ま い ま す （ 伝 統 工 芸 な ど 、 独 創 性 を 目 標 に し て い な い 作 品 は た く さ ん あ

る に も か か わ ら ず ） 。 芸 術 が 発 想 コ ン テ ス ト の よ う に な り 、 作 る 側 も 鑑 賞 す る 側 も 疲 れ て し ま わ な い

で し ょ う か 。

さ ら に は 、 ア イ デ ア が す べ て で 、 技 術 を 磨 く こ と や 知 識 を 蓄 え る こ と は な お ざ り に し て よ い 、 と い

う 態 度 を 生 み か ね ま せ ん 。 18 世 紀 後 半 に は 実 際 、 技 術 や 知 識 は 邪 魔 だ と 主 張 す る 人 々 が 出 て き ま し た 。

そ う し た 態 度 に 対 し て は 、 当 時 か ら 諫
い さ

め る 声 が あ り ま し た 。 た と え ば 偉 大 な 先 人 を 模 倣 し て 学 ぶ と

き は 、 作 品 の 表 面 を 真
ま

似
ね

す る の で は な く 、 作 品 を 丹 念 に な ぞ り な が ら 芸 術 家 の 精 神 を 感 得 す る こ と が

重 要 で す 。 そ う す る こ と で 、 そ の 先 人 の よ う な 独 創 的 な 芸 術 家 に な る こ と が で き る 、 と 指 摘 さ れ ま し

た 。 絵 画 の 模 写 や 文 芸 の 文 体 模 写 な ど は 、 独 創 性 を 得 る た め に む し ろ 重 要 な 訓 練 だ と 言 え ま す 。

作 る 側 も 鑑 賞 す る 側 も 、 そ ろ そ ろ 近 代 の 「 独 創 的 な 天 才 」 と い う 呪 縛 か ら 逃 れ て も よ い の で は な い

で し ょ う か 。

（ 井 奥 陽 子 『 近 代 美 学 入 門 』 に よ る 。 一 部 表 記 を 改 め た ）

（ 字 数 制 限 の あ る 問 い で は 、 句 読 点 や 記 号 等 を 字 数 に 含 め る ）

ウ

エ
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問 一 、 傍 線 部 ア 「 そ の た め ス テ ン ド グ ラ ス を 見 た 私 の 頭 に は 、 こ の 芸 術 家 の 名 前 や 顔 、 他 の 作 品 な ど

が 浮 か ん で き ま し た 」 と あ る が 、 そ の 理 由 と し て 最 も 適 当 な も の を （ ア ） ～ （ オ ） か ら 選 び 、

記 号 で 答 え よ 。

（ ア ） 荘 厳 な 雰 囲 気 の ケ ル ン 大 聖 堂 の な か で 、 リ ヒ タ ー の ス テ ン ド グ ラ ス に は 人 だ か り が で

き て お り 、 観 光 客 が 群 が っ て い る な ど 、 一 箇 所 だ け 雰 囲 気 が 違 っ た か ら 。

（ イ ） リ ヒ タ ー の ス テ ン ド グ ラ ス は 、 現 在 で は 現 代 ア ー ト の 傑 作 の ひ と つ と し て 高 く 評 価 さ

れ て い る か ら 。

（ ウ ） 筆 者 が 見 た カ ラ フ ル で ポ ッ プ な ス テ ン ド グ ラ ス に 用 い ら れ て い る 技 法 は 、 リ ヒ タ ー の

ス タ イ ル と し て 有 名 で あ る こ と を 、 筆 者 も 知 っ て い た か ら 。

（ エ ） リ ヒ タ ー の ス テ ン ド グ ラ ス は 筆 者 が ケ ル ン を 訪 れ る 前 の ２ ０ ０ ７ 年 に は す で に 完 成 し

て お り 、 筆 者 が 訪 れ た 際 に は す で に 観 光 ス ポ ッ ト と し て 有 名 に な っ て い た か ら 。

（ オ ） リ ヒ タ ー の ス テ ン ド グ ラ ス は ゴ シ ッ ク 様 式 で 建 て ら れ た ケ ル ン 大 聖 堂 に 合 っ て お り 、

そ の 美 し さ に 筆 者 も 思 わ ず 感 動 し て し ま っ た か ら 。

問 二 、 Ａ に あ て は ま る 語 句 と し て 最 も 適 当 な も の を （ ア ） ～ （ オ ） か ら 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

（ ア ） 興 奮　　 （ イ ） 驚
き ょ う

愕
が く

　　 （ ウ ） 興 醒
ざ

め　　 （ エ ） 失 望　　 （ オ ） 動 揺

問 三 、 傍 線 部 イ 「 そ う し た 意 識 」 と は ど の よ う な 意 識 か 。 二 十 五 字 程 度 で 記 せ 。

問 四 、 傍 線 部 ウ 「 ま で 」 と 同 じ 用 法 の 例 を （ ア ） ～ （ オ ） の 傍 線 部 か ら 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

（ ア ） 条 件 が 合 わ な け れ ば 断 る ま で だ 。

（ イ ） 相 手 チ ー ム を 完 膚 な き ま で に や っ つ け る 。

（ ウ ） こ こ か ら 駅 ま で は 三 十 分 ほ ど か か る 。

（ エ ） わ ざ わ ざ 質 問 す る ま で も な い こ と だ ね 。

（ オ ） こ の 書 類 は 明 日 の 朝 ま で に 仕 上 げ て ほ し い 。

問 五 、 傍 線 部 エ 「 近 代 の 「 独 創 的 な 天 才 」 と い う 呪 縛 」 に つ い て 具 体 的 に 述 べ て い る 箇 所 を 文 中 か ら

抜 き 出 し 、 最 初 と 最 後 の 五 字 を 記 せ 。
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問 六 、 本 文 の 内 容 に 合 致 す る も の を （ ア ） ～ （ オ ） か ら 一 つ 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

（ ア ） 偉 大 な 先 人 の 作 品 を 模 写 し て 学 ぶ こ と は 、 18 世 紀 後 半 に 技 術 や 知 識 を 邪 魔 だ と 主 張 す

る 人 々 に 重 視 さ れ て い た 。

（ イ ） 作 品 の 独 創 性 を 重 視 し す ぎ る こ と は 、 技 術 や 知 識 を お ろ そ か に す る 態 度 を 生 み か ね な

い 。

（ ウ ） 現 代 の 芸 術 作 品 の よ し あ し を 論 じ る 際 に は 、 他 人 の 作 品 と 似 て い な い か ど う か が 唯 一

の 評 価 基 準 と な る 。

（ エ ） ケ ル ン 大 聖 堂 に あ る リ ヒ タ ー の ス テ ン ド グ ラ ス は 、 数 十 億 円 の 値 が 付 く ほ ど 高 価 な も

の と し て よ く 知 ら れ て い る 。

（ オ ） 芸 術 作 品 は 作 者 の 自 己 表 現 な の で 、 作 者 の 経 歴 や 他 の 作 品 な ど を 知 ら な け れ ば 評 価 す

る こ と は で き な い 。
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